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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 
 
 

第5編 コンクリート橋 
 
 
第 1 章  設計一般 

1－1 適用の範囲 
1－2 設計の基本 
1－3 斜 橋 
1－4 曲 線 橋 
1－5 塩害対策げた 

 
第 2 章  床 版 

2－1 床版の厚さ 
2－2 設計曲げモーメント 
2－3 ＰＣ鋼材の配置 
2－4 配 筋 

 
第 3 章  プレストレストコンクリート橋 

3－1 使用材料 
3－2 設計計算に関する一般事項 
3－3 許容応力度 
3－4 構造細目 
3－5 外ケーブル構造 
3－6 Ｔげた橋 
3－7 合成げた橋 
3－8 箱げた橋 
3－9 連続げた橋 
3－10 プレキャストげた架設方式連続げた橋 
3－11 斜材付きπ型ラーメン橋 
3－12 中空床版橋 

 
第 4 章  鉄筋コンクリート橋 

4－1 使用材料 
4－2 設計に関する一般事項 
4－3 許容応力度 
4－4 構造細目 
4－5 中空床版橋 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

2-2 設計曲げモーメント 

 

床版の設計曲げモーメントは道示Ⅲ7.4.2により求めるものとする。 

 

 一般にコンクリート橋の床版は、支持げたと剛結されているため、床版の支間曲げモーメントは連続

版として算出するものとする。 

 

2-3 ＰＣ鋼材の配置 

 

 (1) ＰＣ鋼材は、原則として床版に一様にプレストレスが導入されるよう配置するものとする。 

 (2) ＰＣ鋼材の配置間隔は、定着具の大きさ、プレストレス力の分布幅などを考慮して定めるも 

のとする。 

(3) 斜橋の支承付近における床版支間方向のＰＣ鋼材は、支承線方向に配置するものとする。 

 

(1) 床版に一様にプレストレスが導入されていないと、プレストレスによる二次的な曲げモーメントお

よびせん断力が生じ、複雑な応力状態となるので、床版には一様なプレストレスが導入されるようＰ

Ｃ鋼材の定着間隔などを定めるものとする。 

 

(2) プレストレスは、ＰＣ鋼材定着位置より分布して床版に導入されるので、ＰＣ鋼材の配置は、ＰＣ

鋼材定着具の大きさのほかに、この分布幅を考慮して設計断面でのプレストレスが過大あるいは過小

とならないようにするものとする。 

 

(3) 支承部付近は、斜角の影響を受けるので、支承線方向にＰＣ鋼材を配置するものとする。 

 

2-4 配筋 

 

(1) 主鉄筋はSD345を用いることを基本とし、その直径はD16mm、D19mmとする。 

(2) 鉄筋の純かぶりは原則として30mmとする。 

(3) 鉄筋の中心間隔は、引張鉄筋については100mm、125mm、150mmとし、圧縮鉄筋は引張鉄筋の1/2倍 

とする。 

(4) 鉄筋の定尺は12ｍとする。 

(5) 主鉄筋の配置は、原則として斜角が70゚ 以上の場合は斜角方向、斜角が70゚ 未満の場合は主げ 

た直角方向とする。 

 

(1) 主鉄筋径は原則としてＤ16mm、Ｄ19mmとし、Ｄ13mm、Ｄ22mmは特殊な場合に使用するものとする。 

  また、ＳＤ390およびＳＤ490の高強度鉄筋は、地震など一時的な大きな荷重の影響を受ける部材（連続

ラ－メン橋の節点部付近等）で有利となる場合に使用するものとして、床版には使用しないものとす

る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・道示Ⅲ3.3の改訂による修正 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

(8) 使用実績のあるプレグラウトＰＣ鋼材は、表5-7のうち鋼より線SWPR19の場合1Ｓ21.8および1Ｓ28.6で

下図に示す形状である。 

  また、設計にあたっては、表5-8の標準摩擦係数により行うものとする。 

 

表5-8 プレグラウト鋼材の摩擦係数 

 μ（1/rad） λ（1/m） 備  考 

横締めケ－ブル 0.10 0.003 直線に近く、比較的短い鋼材 

縦締めケ－ブル 0.30 0.004 上記以外の横締め鋼材を含む 

 

 

図5-15 プレグラウトＰＣ鋼材の形状 

 

 3-1-3 鉄筋 

 

(1) 鉄筋は異形鉄筋ＳＤ345を用いることを基本とし、鉄筋径はポストテンション方式の部材で13mm以

上、プレテンション方式の部材で10mm以上とする。 

 (2) 鉄筋の最大径は、原則としてＤ25とする。 

ただし、ラ－メン橋でレベル２地震動に対して補強が必要となる場合は、太径鉄筋を用いても 

よいものとする。 

 

(1) レベル２地震動に対して連続ラ－メン橋の節点部付近の部材等で有利となる場合には、ＳＤ390およ

びＳＤ490の高強度鉄筋を使用してもよい。 

 

(2) 鉄筋の最大径は、施工性に配慮し重ね継手で可能なＤ25とするものとする。 

ただし、ラ－メン橋におけるレベル２地震動に対する補強鉄筋量が多くなる場合等は、施工性に配

慮し、圧接等による継手が不要な場合に、Ｄ29、Ｄ32を用いてよいものとする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・道示Ⅲ3.3の改訂による修正 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

③ プレキャストセグメント工法においては、セグメント継目部に鉄筋を配置することができないため、

鉄筋によるひびわれ幅の抑制が不可能であることから、主荷重および主荷重に相当する特殊荷重作用

時においてコンクリートに引張応力を生じさせないものとする。 

 

④ 横締めをおこなうプレストレストコンクリート床版は、ひびわれによる損傷を防ぐため、主荷重およ

び主荷重に相当する特殊荷重作用時において、プレストレスを導入した方向に対しても引張応力度を

生じさせないものとする。 

 

⑤ 海水、塩害などによる、腐食性の大きい環境にある部材については、ひびわれ発生が内部の鋼材を腐

食さる要因となることから、部材のすべてにおいて、主荷重および主荷重に相当する特殊荷重作用時

に引張応力度を生じさせないものとする。          

 

 

3-2-5  せん断力が作用する部材の設計 

 

(1) コンクリートの設計荷重作用時のコンクリートが負担できる平均せん断応力度と、終局荷重 

作用時の平均せん断応力度の最大値は表5-9のとおりとする。 

 

表5-9  コンクリートの平均せん断応力度(N/mm2) 

コ ン ク リ ー ト の 設 計 基 準 強 度 24 30 36 40 50 

コンクリートが負担できる平均せん断応力度 0.39 0.45 0.51 0.55 0.65

コンクリートの平均せん断応力度の最大値 3.2 4.0 4.8 5.3 6.0 

 

(2) 設計荷重作用時の斜引張応力度の照査は、次の断面位置でおこなうものとする。 

   ① 断面の中立軸の位置 

   ② 部材の断面幅が最小となる位置 

   ③ 垂直応力が零となる位置 

 

(3)斜引張破壊に対する耐力を求めるときの斜引張鉄筋の降伏点は345N/mm2を上限とする。 

(1) 表5-6に示すコンクリートの設計基準強度に対する、それぞれの値を示したものである。 

 

(2) 一般に斜引張応力度は、断面に曲げ引張応力度が生じていないときは断面の図心位置またはウエブ

幅が最小の位置において最大となり、断面に引張応力度が生じているときはウエブ内の垂直応力が零

となる位置で最大となることから、照査する断面位置を規定したものである。 

 

(3) 高強度のSD390またはSD490を使用する場合でも斜引張鉄筋の降伏点の上限を345N/mm2としたものであ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・道示Ⅲ4.3.4の改訂による修正 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

3-2-6  ねじりモーメントが作用する部材の設計 

 

終局荷重作用時のねじりモーメントによるコンクリートのせん断応力度、およびねじりモーメン 

トによるせん断応力度とせん断力による平均せん断応力度の和の最大値は、表5-10のとおりとする。 

なお、斜引張破壊に対する耐力を求めるときの斜引張鉄筋の降伏点は345N/mm2を上限とする。表5-10 コン

クリートせん断応力度の最大値(N/mm2) 

コ ン ク リ ー ト の 設 計 基 準 強 度 24 30 36 40 50 

ねじりモーメントによるせん断応力度 3.2 4.0 4.8 5.3 6.0 

ね じ りモー メント による せん断 応力度 と

せん断力による平均せん断応力度との和 4.0 4.8 5.6 6.1 6.8 

 

(1) 表5-6に示すコンクリートの設計基準強度に対するそれぞれの値を示したものである。 

(2) ねじりモーメントによるせん断応力度とせん断力による平均せん断応力度の組み合わせにおいて 

は、組み合わせ応力度が最大となる荷重状態でおこなうことが望ましいが、計算の簡便さを考慮し、 

それぞれが最大となる載荷状態の値を加えてもよいものとする。 

 

(3) 高強度のSD390またはSD490を使用する場合でも斜引張鉄筋の降伏点の上限を345N/mm2としたものであ

る。 

 

3-2-7  そ り 

 

(1) プレテンションげたの場合は、プレストレスによりそりが生じることから、設計に際しては 

次の点に留意にするものとする。 

    1) 舗装厚は、けたのそり量と縦断こう配を考慮して決定するものとする。 

    2) 橋台、橋脚上のけた据付け高は、けたのそり量を考慮して決定するものとする。 

  (2) ポストテンションげたの場合は、型枠をそり量だけ下げこすか、あるいは上げこすことによ 

り、そりを緩和させるものとする。 

 

(1) プレテンションげたは、プレストレスによりそりが生じる。このそりは死荷重によるたわみと、時

間経過にともなうクリープたわみとにより緩和されるが、最終的に残るそり(δ１)に対しては、舗装 

厚、けたの据付け高などにより調整するものとする。 

  1) 舗装面が凸の場合で、けたの曲率より舗装面の曲率の方が小さい場合は、両けた端で最小舗装厚

となるよう計画するものとする。 

 

図5-20 舗装面が凸の場合で、けたの曲率＞舗装面の曲率の場合 

 
 
 
 
・道示Ⅲ3.3の改訂による修正 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

3-5 外ケーブル構造 

 3-5-1 適用 

 

外ケーブル構造は、内ケーブル構造と併用し、箱げたのけた高の範囲内または桁高の範囲外に恒

久的な防錆処理を施したＰＣ鋼材を配置し、定着部あるいは偏向部を介して永続的にプレストレス

を与える設計に適用する。 

 

 外ケーブル構造を採用したＰＣ橋は、ＰＣ鋼材をコンクリートの外に配置するため、コンクリートの

部材厚、特にウエブの厚さを薄くでき、自重の軽減が可能である。また、コンクリ－ト部材内へのシ－

スの取付け作業が不要となると同時に、コンクリート断面内に緊張材が少なくなることからコンクリ－

トの打設が容易になり、施工性の向上および工期の短縮が可能となる。 

 反面、外ケ－ブルをけた断面内空部に配置する場合、内ケ－ブルに比較して、鋼材の偏心量は小さ

く、曲げおよびせん断に対する寄与は小さい。終局耐力も付着のある内ケ－ブルより小さくなる。 

 これらから、外ケ－ブル構造を採用した場合、内ケ－ブルのみの構造に対して、鋼材の偏心量を確保

するために、けた高を高くしたり、大容量緊張材の使用、ケーブルを桁高の範囲外に配置する大偏心外

ケ－ブル構造によって対処する必要が生じる。 

 外ケ－ブル構造を採用する可能性のある構造形式としては、単純げた橘、連続げた橋およびラ－メン

げた橋、エクストラド－ズド橋であり、架設方法としては、押出し架設工法、張出し架設工法およびス

テ－ジング工法などが考えられる。 

 外ケ－ブル構造が、構造性、施工性および経済性の比較から内ケ－ブル構造より有利と判断される場

合、外ケ－ブル構造を選定して、設計を行うものとする。 

 外ケ－ブル方式の緊張材を定着する横げた、隔壁、および定着突起には大きな局部応力が生じ、鉄筋

またはＰＣ鋼材で補強する必要がある。定着部の部材厚やハンチなどの形状・寸法および補強鋼材量は

実績を考慮し簡易式にて補強を決定してよい。サドル方式など局部応力が卓越すると予想される場合は

必要に応じてＦＥＭ解析を行って決定するものとする。詳細に関しては、道示Ⅲ１８章および「設計要

領第二集2-4外ケーブル構造 東日本高速道路㈱」を参照するものとする。 

外ケ－ブル構造は、主桁コンクリ-トの外部にＰＣ鋼材を配置するためＰＣ鋼材に防錆処理を施したり

ケ－ブル保護管にグラウトを充填するなどの適切な防食を施す必要がある。また、定着部もコンクリ-ト

塗装を行うなど十分な防水を施すものとする。 

 

 

 

・道示Ⅲ18章 外ケ-プル構造の適用範囲が、桁高の範

囲内（H14道示）に配置した外ケ-プル構造から、桁高

の範囲外に配置する大偏心外ケ-プル構造も含めたもの

に改定されたことによる修正 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・なお、H11版マニュアルからH19版マニュアルで削除さ

れた項目として、設計一般、定着部の設計、偏向部の

設計、構造細目があったが、これらの内容はＪＨ設計

要領第二集から引用されていたものであったので、今

回の改定への復活は考えないこととした。 
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現行マニュアル 追加・改訂内容 適用 項目 
内容 内容  

 

 

3-7 合成げた橋  

3-7-1 設計一般 

 

プレキャストコンクリートげたと場所打ち床版とがずれ止めによって結合され、けたと床版と 

が一体となった合成断面で荷重に抵抗する合成げた橋のうち、ＰＣげたとＰＣ合成床版による合 

成げた（ＰＣ合成床版タイプ合成げた）橋に適用する。 

 

(1) ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、工場製作のプレキャストセグメント工法によるポストテンション

方式を標準とする。 

  

(2) ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、斜角70゚ 以上を標準とし、７０°以下の橋梁ではねじりを考慮した

格子解析を行うものとする。ＰＣ合成床版タイプ合成げたは、プレキャストセグメント工法によるた

め、現場の省力化等に有利なほか、プレキャストＰＣ板が型枠支保工として機能するためけた下に交

通制限等がある場合に有利である。 

 

 3-7-2 構造解析 

 

けたの断面力は、原則として格子構造理論により算出するものとする。 

 

 ＰＣ合成床版タイプ合成げた橋は、省力化、コスト縮減を念頭に開発された工法で、中間横げたが１

支間につき１箇所と従来のけた橋より間隔を大きくとっていることが特徴である。格子構造理論により

十分な解析を行い、さらに荷重分配性能を確かにするために斜角70゚ 以上の橋梁に適用するものとす

る。 

 

 3-7-3 主げたの構造細目 

 

(1) 主げたは、主桁ウェブに配置されたスターラップを床版に定着することで一体化された床版と 

の合成断面で、橋面荷重及び活荷重の合成後荷重に対して安全となるように設計するものとする。 

(2) 合成げたとして断面力に抵抗する床版の有効断面は、原則として場所打ちコンクリート部分 

だけとする。 

(3) 応力度照査にあたって、プレキャストげたと場所打ち床版におけるコンクリートのクリープ、 

   乾燥収縮の差を考慮するものとする。 

(4) 主桁ウェブに配置されたスターラップは、床版まで貫通させてフックを設けて定着させる。 

また、ねじりの影響を考慮する場合は用心鉄筋を配置する。 

 

(1) 合成げた橋は、施工順序および施工工程により、同一断面内の応力分布が異なる。あらかじめ想定

した施工条件に従い、合成前及び合成後の施工段階ごとに応力度を算定するものとする。 

(4) スターラップと用心鉄筋を合計した鉄筋量は、桁と床版の接合面の0.2％以上を目安とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道示Ⅲ11.3の改訂による修正 

 

 


